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1.創⽴１００周年に向けて（２０３７年ビジョン）



2.ビジネスモデル
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倉庫保管

国内輸送

専⾨輸送

国際輸送

流通を⽀える「社会インフラ」としての物流サービス

安全・安⼼・確実

n 陸・海・空、あらゆる輸送モードを組み合わせて、⽇本で、世界で、⼀貫輸送を展開
n 世界レベルのネットワークで、国内外を問わず、グローバルな物流ニーズに的確に対応
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予想される主な経営環境の変化 考えられる成⻑機会と事業リスク リスク
機会

時間
軸

市
場

• 国内物流市場の縮⼩
• 世界の物流市場の更なる拡⼤
• ⽇系企業の相対的地位の低下

成⻑機会 グローバルビジネス拡⼤のチャンス 機会 ⼤
急務事業リス

ク
コアである⽇本事業での市場の変化に
よる機会喪失

リス
ク 中

競
合

• 海外メガフォワーダーによる寡
占

• 国内物流会社同⼠の連携強化
• 異業種からの新規参⼊

成⻑機会 M&Aによる成⻑ 機会 ⼤
急務事業リス

ク
外資メガフォワーダーとの格差拡⼤
異業種からの参⼊による競争激化

リス
ク ⼤

先
端
技
術

• AI/IoT等によるデジタル⾰命
• 急速なビジネスモデル変⾰

成⻑機会 事業効率化・社会課題解決の契機 機会 中
中⻑
期事業リス

ク
既存ビジネスモデルの陳腐化
競争優位の喪失

リス
ク 中

社
会

• 持続可能な社会構築の取組み
（SDGｓ）

成⻑機会 顧客への価値提供機会の増加 機会 中
中⻑
期事業リス

ク
取組みが進む外資企業との格差拡⼤
市場からの評価低下

リス
ク 中

資
本
市
場

• 資本・資産の有効活⽤が
重要視される

成⻑機会 企業価値の向上 機会 ⼩
急務事業リス

ク
株価下落
株主の経営への直接介⼊

リス
ク 中

従
業
員

• 労働環境の変化
（労働⼒不⾜・働き⽅改⾰）

成⻑機会 中堅以下の競合淘汰・顧客の囲い込み 機会 ⼩

急務事業リス
ク

コアである⼈材の不⾜・⼤きなコスト
UP
業界の魅⼒の相対的低下

リス
ク ⼤

3.事業環境の変化リスク



4.1.ビジョン実現のためのシナリオ
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4.2.コア事業の成⻑戦略
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強みである「⽇本」で培った、顧客基盤・事業をグローバルに成⻑させる

顧客（産業）軸アプローチ

事業軸アプローチ

• ワンストップ営業・アカウント営業／
アカウントマネジメント

• 産業・業種別の取組み
• EC市場の拡⼤による変化への対応
• ⾮⽇系顧客への営業拡⼤

• フォワーディング事業
• ロジスティクス事業
• ネットワーク商品事業
• パッケージング・ソリューション事業

エリア軸アプローチ

３つの営業アプローチを⽀える管理機能と仕組み

• ⽇本
• ⽶州エリア
• 欧州エリア
• 東アジアエリア
• 南アジア・オセアニアエリア

• 売上・営業データに基づく
営業活動⽀援システムの構築

• 営業プロセスKPIの導⼊
• グループの営業⽀援基盤強化

重点施策

売上の増大

⽀える管理機能と仕組み

顧客軸
（産業軸）

事業軸

エリア軸



4.3.⽇本事業の強靭化戦略
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4.4.⾮連続な成⻑戦略

Ｍ＆Ａによるグローバルメガフォワーダーへの成⻑

■ 獲得を目指す経営リソース
l グローバルネットワーク
l グローバル経営基盤（統括機能、グローバルマネジメント⼈材、IT）
l ⾮⽇系グローバル顧客基盤
l フォワーディング事業基盤
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コア事業の成⻑戦略 指標 実績（2018年度⾒込） ＫＰＩ（2023年度）

電機・電⼦産業への取組強化 ※1 売上⾼ 1,030億円 1,200億円
⾃動⾞産業への取組強化 ※1 売上⾼ 530億円 900億円

アパレル産業への取組強化 ※1 売上⾼ 155億円 245億円
医薬品産業への取組強化 ※1 売上⾼ 160億円 360億円

⾮⽇系顧客の拡⼤（GAM・GTA） 売上⾼ 260億円 430億円
海上フォワーディングの拡⼤ 数量（TEU） 67万TEU 130万TEU ※2
航空フォワーディングの拡⼤ 数量（ｔ） 91万ｔ 140万ｔ ※2

⽇本事業の強靭化 指標 ＫＰＩ（2021年度） ＫＰＩ（2023年度）
組織の⼤括り化・管理組織のスリム化 費⽤削減効果 30億円 45億円

事務プロセスの改⾰ 費⽤削減効果 30億円 50億円
本体事業の収益性向上 費⽤削減効果 20億円 25億円

料⾦改定 利益増効果 30億円 50億円

※2 フォワーディング数量:経営計画⽬標数値（KGI）
※1 重点産業 :実績・KPIともに⽇本国内のみ（海外分については今後設定）

5.ＫＰＩ（事業の成長戦略）
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持続的成長と
企業価値向上

環境
【事業を通じた貢献】
•モーダルシフト・共同配送の推進
•資源循環営業の取組み

•施設照明のLED化
•環境配慮⾞両への切替え

•災害時指定公共機関
•雇⽤や社会課題解決を通じた地域社会への貢献

•ダイバーシティの推進
•ワークスタイルのイノベーション

•安全・コンプライアンス・品質の徹底
•ホールディング制を視野に⼊れたグローバルガバナンスの進化
•資本政策（ROE10%）
•情報開⽰

【事業を通じた貢献】

物流企業としてCO2排出量削減にこだわる

社会

社員が幸せを感じる企業に変⾰する

ガバナンス

持続的な企業価値向上を⽀える仕組みを構築する

ステークホルダーとの協働・共創

事業を通じた顧客・社会への貢献
事業を通じた社会課題解決への貢献

グループ企業理念

Ｅ Ｓ

Ｇ
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Environment Social

Governance

6.持続的成⻑と企業価値向上のためのＥＳＧ経営
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7.資本政策



本資料のいかなる情報も、弊社株式の購⼊や売却等を勧誘するものではありません。

また、本資料に記載された意⾒や予測等は資料作成時点での弊社の判断であり、
その情報の正確性を保証するものではなく、今後、予告無しに変更されることがあります。

万⼀、この情報に基づいて、こうむったいかなる損害についても、
弊社及び情報提供者は⼀切責任を負いませんのでご承知おきください。
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